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『近畿ブロック青年経営者研修会』
京青協メンバーが出席し交流深める

　

近
畿
ト
ラ
ッ
ク
青
年
協
議

会
（
松
田
直
樹
会
長
）
は
、

今
年
も
全
ト
協
の
後
援
を
得

て
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
経
営
の

次
代
を
担
う
後
継
者
と
青
年

経
営
者
の
育
成
を
目
的
に
、

二
十
回
目
を
数
え
る
『
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
青
年
経
営
者
研
修

会
』
が
、
三
月
七
日
に
滋
賀

県
大
津
市
の
琵
琶
湖
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
、
京
都
か
ら
は
京

都
府
ト
ラ
ッ
ク
事
業
青
年
協

議
会
を
は
じ
め
二
十
二
名

が
、
ま
た
、
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
熊
本
ま
で
二
十
一
の

青
年
協
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し

た
研
修
会
で
は
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
専
務
理
事
の
豊

田
榮
次
氏
と
㈲
ク
ロ
フ
ネ
カ

ン
パ
ニ
ー
代
表
取
締
役
社
長

の
中
村
文
昭
氏
を
招
い
て
講

演
会
を
行
い
、
懇
親
会
で

は
、
会
員
間
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

エ
ー
ル
を
送
る
挨
拶
が
あ
っ

て
開
会
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
昨
年
開
催
さ
れ

た
第
十
八
全
国
物
流
青
年
経

営
者
中
央
研
修
会
と
、
各
府

県
の
ト
ラ
ッ
ク
の
日
に
集
め

ら
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

の
「
財
団
法
人
お
り
づ
る

会
」
へ
の
贈
呈
式
と
、
第
三

回
Ｋ
Ｔ
Ｓ
児
童
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
入
選
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
豊
田
榮
次
専

務
理
事
が
、「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
燃
料
高
騰
や
環
境
対
策

な
ど
を
含
め
た
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
現
状
と
課
題
や
、

高
速
道
路
の
値
下
げ
と
景
気

対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
㈲
ク
ロ
フ

ネ
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
取
締
役

社
長
の
中
村
文
昭
氏
が
、

「
お
金
で
な
く
、
人
の
ご
縁

で
で
っ
か
く
生
き
ろ
」
を
テ

ー
マ
に
、
自
身
の
体
験
談
を

話
し
た
後
、
成
功
す
る
た
め

の
四
つ
の
ル
ー
ル
（
①
返
事

は
０
．
２
秒
、
②
頼
ま
れ
事

は
試
さ
れ
事
、
③
出
来
な
い

理
由
を
言
う
な
、
④
今
出
来

る
こ
と
を
探
し
て
動
け
）
や

経
営
者
と
し
て
の
意
識
改
革

等
に
つ
い
て
説
明
し
、「
四

つ
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

で
、
確
実
に
人
を
喜
ば
す
こ

と
が
出
来
、
あ
て
に
さ
れ
役

割
を
与
え
ら
れ
る
。
何
事
も

状
況
を
変
え
る
た
め
に
は
、

自
ら
が
動
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
不
況
の
時
こ
そ
人
と

の
つ
な
が
り
を
し
っ
か
り
と

持
ち
、
社
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
持
っ
て
仕
事
を
出
来

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
お

客
様
を
喜
ば
せ
ら
れ
る
会
社

に
な
る
」
と
話
し
て
、
不
況

の
時
代
に
は
、
経
営
者
と
し

て
明
確
な
目
的
意
識
を
持

ち
、
社
員
と
一
致
団
結
し

て
、
行
動
し
て
い
こ
と
に
よ

り
活
路
が
開
け
る
と
訴
え
て

い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
席
上
で
は
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
、
各
府
県
の

青
年
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と

活
発
に
情
報
交
換
を
行
う
と

と
も
に
、
親
睦
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

滋賀で２１の青年協メンバーが一同に会した研修会 　

研
修
会
は
、

松
田
会
長
の
挨

拶
の
後
、
来
賓

の
藪
田
近
畿
運

輸
局
滋
賀
運
輸

支
局
長
、
目
方

大
津
市
長
代
理

の
村
田
産
業
観

光
部
長
、
竹
備

富
明
滋
賀
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会

長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
業
界
の
現
状

と
業
界
に
山
積

し
て
い
る
課
題

へ
の
対
応
状
況

の
報
告
と
、
青

年
経
営
者
へ
の

　

当
会
で
は
、 

京
ト
協
南
支

部（
蒔
田
一
支
部
長
）九
条
支

部 

（
荒
木
律
也
支
部
長
） 

と

初
の
合
同
研
修
会
を
、 

一
月

三
十
一
日
に
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
、 

講

師
に
元
は
と
バ
ス
の
代
表
取

締
役
社
長
の
宮
端
清
次
氏
を

招
い
て
、 

社
員
の
意
識
改
革

や
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
の
講
演
を
聴
講
し
、

参
加
者
は
、厳
し
い
時
代
を

生
き
抜
く
経
営
の
ヒ
ン
ト
を

得
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、南
・
九

条
支
部
と
京
青
協
両
方
に
所

属
し
て
い
る
会
員
か
ら
一
度

合
同
で
研
修
会
を
開
催
し
て

み
て
は
と
の
提
案
が
あ
っ
て

実
現
し
た
も
の
で
、 

蒔
田
南

支
部
長
の
挨
拶
で
講
演
に
移

り
、 

講
師
の
宮
端
氏
は
、「
お

茶
一
杯
か
ら
始
ま
っ
た 

〝
は

と
バ
ス
〞の
経
営
改
革
」を
テ

ー
マ
に
、 

自
身
の
体
験
か
ら

得
た
教
訓
を
活
か
し
た
社
員

の
意
識
改
革
や
、 

不
安
の
時

代
に
生
き
抜
く
為
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
等
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、「
こ
れ
か
ら
は

顧
客
満
足 

（
カ
ス
タ
マ
ー
サ

テ
ィ
ス
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
） 

を

超
え
た
歓
び
で
あ
る
カ
ス
タ

マ
ー
デ
ィ
ラ
イ
ト
を
顧
客
に

感
じ
て
貰
う
こ
と
で
、 

他
社

を
圧
倒
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」 

と
話
し
て
講
演
を
締

め
く
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
を
終
え
て
京
青
協

の
藤
田
会
長
は
、「
今
回
は
、

南
・ 

九
条
両
支
部
の
ご
協
力

が
あ
り
、 

非
常
に
有
意
義
な

研
修
会
が
開
催
出
来
た
と
思

い
ま
す
。 

今
回
の
研
修
会
を

き
っ
か
け
に
し
て
、 

さ
ら
に

他
支
部
と
も
連
携
を
深
め
て

行
き
た
い 
」と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
ま
し
た
。

南
・
九
条
支
部
と
合
同
で

 

初
の
合
同
研
修
会
開
催

　

当
会
で
は
、 

昨
年
十
二
月

末
に
交
通
遺
児
に
対
し
て
寄

付
を
行
い
、 

こ
の
た
び
そ
の

援
助
に
対
し
て
、 

財
団
法
人

自
動
車
事
故
被
害
者
援
護
財

団
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
回
の
感
謝
状
は
、 

社
会

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

当
会
が
十
月
に
開
催
し
た
ト

ラ
ッ
ク
祭
に
お
い
て
、 

チ
ャ

交
通
遺
児
に
寄
付

財
団
か
ら
感
謝
状

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
等
を
開
い

て
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
を
、 

財
団
法
人
自
動
車
事
故
被
害

者
援
護
財
団
へ
寄
付
し
、 

そ

の
援
助
に
対
し
同
財
団
か
ら

受
け
た
も
の
で
す
。


